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2025年3月期 第3四半期 決算概要
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2025年3月期 第3四半期 総括

受 注 高

Ⅰ．旺盛な受注環境は継続。受注時採算性は過年度と比較して改善傾向。
Ⅱ．施工キャパシティ拡大の為、技術者と技能工の採用・育成に引き続き注力する。

そ の 他

Ⅰ.【新中期経営計画】現在、策定中。2025年4月に発表予定。
Ⅱ.【社名変更】2024年12月に社名変更を発表。具体的な社名は、新中計と一緒に2025年4月発表予定。
Ⅲ.【本社移転】ONE FUKUOKA BLDG.(本資料P31)へ移転。移転時期は2025年4月～5月を予定。
Ⅳ.【宇久島】宇久小値賀漁協様より同意書を取得。現在、自治体などのご指導・ご助力を仰ぎながら、

他漁協様からの許可取得を進めている。

公表値の修正

Ⅰ.【売上高】大型太陽光で、工事進捗が当初計画を下回る見込みである為。
Ⅱ.【利 益】電気・空調衛生工事において、竣工を迎えた大型案件の利益率改善により、当初計画を

上回る見込みである為。なお、大型太陽光の進捗遅れによる影響は軽微。
Ⅲ.【配当金】期末配当金を1株当たり65円から10円増配し75円に修正。1株当たり年間配当金は140円。

売上高及び利益

Ⅰ.  3Q累計での売上高及び各段階利益において、過去最高を更新。
⇒電気・空調衛生工事を中心に、大型案件の工事が進捗。売上総利益率が改善したことを受けて、
各段階利益も増加。

Ⅱ．3Q単期においても、売上総利益率は前年同期と比べ改善している。
⇒【連結】売上総利益率：2023年度 3Q単期 14.0％、2024年度 3Q単期 16.7％。
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(百万円、下段は売上高比率)

2024年3月期

第3四半期末

2025年3月期 第3四半期末

実 績 増 減 増減率

売上高 315,067
(100.0%)

329,074
(100.0%)

＋14,006 +4.4%

売上総利益
42,864

(13.6%)

51,022
(15.5%)

＋8,157 +19.0％

営業利益 23,225
(7.4%)

29,470
(9.0%)

＋6,245 +26.9％

経常利益 26,271
(8.3%)

31,744
(9.6%)

＋5,473 +20.8％

親会社株主に帰属する

四半期純利益

17,050
(5.4%)

20,825
(6.3%)

+3,774 +22.1％

受注高 339,433 330,170 ▲9,263 ▲2.7％

手持工事高 503,262 471,097 ▲32,164 ▲6.4％

2025年3月期 第3四半期 連結業績の概要

★赤文字は過去最高を更新
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14.0

15.8

13.3
13.5

14.014.1

16.3

13.5

16.7

10.0

12.0
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売上高 売上総利益 売上総利益率

2021’3 2022’3 2023’3 2024’3 2025’3

通期実績

(売上高、売上総利益：百万円)

売上高・売上総利益の推移（四半期会計期間）

2020’3

通期実績 通期実績通期実績通期実績 第3Q末実績

売上高 428,939
売上総利益 60,093
売上総利益率 14.0％

売上高 391,901
売上総利益 56,631
売上総利益率 14.5％

売上高 376,563
売上総利益 57,361
売上総利益率 15.2％

売上高 395,783
売上総利益 57,889
売上総利益率 14.6％

売上高 469,057
売上総利益 64,632
売上総利益率 13.8％

売上高 329,074
売上総利益 51,022
売上総利益率 15.5％

(売上総利益率：％)
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設備工事業の
売上高増加
(配電線除)

2025年3月期

第3四半期

営業利益

（億円）
赤：増加

青：減少

A

B
C D

販売管理費の
増加

設備工事業の
利益率増加
(配電線除)

配電線工事
その他事業

232

2024年3月期

第3四半期

営業利益

294

E

2025年3月期 第3四半期 営業利益増減要因
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20,144 20,456 23,111 

9,176 
15,140 6,463 

51,413 
46,083 

48,907 

41.2 

28.4 

31.6 

17.2 

16.2 
19.7 

29.6

28.1 28.4

0

2024’1Q 2024’2Q 2024’3Q 2024’4Q

売上高

（未引渡し）

工事売上高

（百万円）

64%

25%

計 80,733

11%

計 78,482

56%

25%

19%

計 81,680

62%

30%

8%

平均利益率

（％）

売上高

（引渡済み）

2025年3月期
工事売上高・平均利益率 四半期会計期間別（九電工単体：配電線除く）

工事進行基準（請負金額100百万円以上、且つ、工期6ヶ月超の工事件名）

工事完成基準（工事進行基準以外の工事件名）
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16,064 20,630 20,177 

42,404 6,605 
9,779 8,413 

22,124 

41,613 

57,066 58,020 

51,228 

40.9 

16.7 
20.5 

29.9 

15.2 

16.0 15.4 
12.8 

26.3 27.8 26.3

25.7

0

2023’1Q 2023’2Q 2023’3Q 2023’4Q

売上高

（未引渡し）

工事進行基準（請負金額100百万円以上、且つ、工期6ヶ月超の工事件名）

工事完成基準（工事進行基準以外の工事件名）

工事売上高

（百万円）

計 115,756

65%

25%

計 64,283

10%

計 86,611

54%

34%

12%

計 87,477

67%

23%

10%

56%

30%

14%

平均利益率

（％）

売上高

（引渡済み）

2024年3月期
工事売上高・平均利益率 四半期会計期間別（九電工単体：配電線除く）
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50,480 57,108 56,418 56,873 63,712 

51,375 41,769 34,122 
52,644 

51,044 

96,806 
77,015 87,133 

128,854 126,139 

17.4 
21.1 

21.2 

20.2 26.6 

15.5 17.0 
15.4 

15.4 
17.8 

26.6
26.5 25.6 26.8 28.7

0

350,000

2020’12 2021’12 2022’12 2023’12 2024’12

売上高

（未引渡し）

工事進行基準（請負金額100百万円以上、且つ、工期6ヶ月超の工事件名）

工事完成基準（工事進行基準以外の工事件名）

工事売上高

（百万円）

計 240,897

53%

26%

49%

25%

計 198,662

21%
26%

計 238,372

44%

32%

24%

計 175,893

49%

32%

19%

計 177,673

54%

24%

22%

平均利益率

（％）

売上高

（引渡済み）

2025年3月期 第3四半期
工事売上高・平均利益率（九電工単体：配電線除く）



9All Rights Reserved. Copyright KYUDENKO CORPORATION

83,574 94,962 93,333 95,337 
78,263 

37,808 
42,996 39,519 40,881 

35,615 

57,608 
53,475 52,951 55,046 

45,620 

58,807 

97,311 

147,341 144,652 

85,463 

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度(3Q)

形態別内訳 規模別内訳
(百万円)(百万円)

100,862 

140,838 
136,531 

132,498 

98,112 

136,935 

147,906 
196,613 203,418 

146,849 

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度(3Q)

237,797

333,144

■下請

■元請

■10億円以上

■3億円以上10億円未満

■1億円以上3億円未満

■1億円未満

受注実績の形態・規模別内訳（九電工単体：配電線除く）

288,744

335,916

244,961

(42.4％)

(57.6％)

(48.8％)

(51.2％)

(41.0％)

(59.0％)

(39.4％)

(60.6％)

(40.1％)

(59.9％)

237,797

288,744

333,144
335,916

244,961
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部門別売上高 部門別受注高
(百万円)(百万円)

32,337 

94,092 
86,741 

26,919 

34,188 

127,843 

106,735 

35,205 

36,646 

133,284 

116,005 

29,457 

配電線 電気 空調衛生 太陽光

33,069 

176,622 

133,482 

19,177 

35,634 

158,483 

129,446 

15,869 

39,836 

149,440 
131,571 

9,323 

配電線 電気 空調衛生 太陽光

■2023年3月期 3Q累計

■2024年3月期 3Q累計

■2025年3月期 3Q累計

■2023年3月期 3Q累計

■2024年3月期 3Q累計

■2025年3月期 3Q累計

2025年3月期 第3四半期 部門別受注・売上の状況＜設備工事業＞
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32,273 
13,489 

194,327 

34,533 
16,973 

252,465 

36,576 

13,618 

265,198 

0

200,000

九州電力ｸﾞﾙｰﾌﾟ 官公庁 一般民間会社

33,031 
26,413 

302,907 

37,009 

21,328 

281,095 

37,562 
28,588 

264,020 

0

200,000

九州電力ｸﾞﾙｰﾌﾟ 官公庁 一般民間会社

得意先別売上高 得意先別受注高
(百万円)(百万円)

■2023年3月期 3Q累計

■2024年3月期 3Q累計

■2025年3月期 3Q累計

■2023年3月期 3Q累計

■2024年3月期 3Q累計

■2025年3月期 3Q累計

2025年3月期 第3四半期 得意先別受注・売上の状況＜設備工事業＞
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123,094 

45,960 

7,648 4,130 

156,734 

59,558 

12,207 6,078 

168,829 

48,089 

21,592 10,779 

0

130,000

九州 関東・東北・中部 関西・中国 海外

■2023年3月期 3Q累計

■2024年3月期 3Q累計

■2025年3月期 3Q累計

地域別売上高 地域別受注高
(百万円) (百万円)

219,287 

61,792 

12,402 

16,621 

177,388 

82,275 

21,165 
7,101 

183,961 

75,753 

14,971 
6,326 

0

130,000

九州 関東・東北・中部 関西・中国 海外

■2023年3月期 3Q累計

■2024年3月期 3Q累計

■2025年3月期 3Q累計

2025年3月期 第3四半期
地域別受注・売上の状況＜電気・空調衛生工事（太陽光除く）＞
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14,183 

12,435 

300 

12,540 

22,399 

265 

23,452 

5,890 

115 
0

九州 関東・東北・中部 関西・中国

■2023年3月期 3Q累計

■2024年3月期 3Q累計

■2025年3月期 3Q累計

地域別売上高 地域別受注高
(百万円) (百万円)

6,870 

11,707 

600 

11,989 

3,374 

506 

6,899 

1,952 

472 
0

九州 関東・東北・中部 関西・中国

■2023年3月期 3Q累計

■2024年3月期 3Q累計

■2025年3月期 3Q累計

2025年3月期 第3四半期
地域別受注・売上の状況＜太陽光発電所建設工事＞
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1,979 

194,520 

167,957 
165,452 

4,475 

197,515 

164,418 

136,853 

6,496 

195,307 

165,930 

103,364 

配電線 電気 空調衛生 太陽光

■2023年3月期 3Q末

■2024年3月期 3Q末

■2025年3月期 3Q末

部門別期末手持工事高

2025年3月期 第3四半期末における主な手持工事案件

(百万円)
・【東 京】（仮称）CBRE葛飾区奥戸物流施設計画

・【沖 縄】（仮称）沖縄本部町コンドホテルプロジェクト

・【鹿児島】京セラ株式会社鹿児島国分工場第5-1工場内装工事

・【鹿児島】種子島宇宙センター吉信受変電設備等更新工事

・【大 分】富士フイルムエレクトロニクスマテリアルズ大分工場

新棟建築工事

・【福 岡】（仮称）Walkプロジェクト新築工事

2025年3月期 第3四半期における主な施工実績

・【沖 縄】琉球大学病院医学部関係施設

・【福 岡】ロジポート福岡粕屋

・【埼 玉】エミテラス所沢

2025年3月期 第3四半期末手持工事高の状況＜設備工事業＞

©西武ﾘｱﾙﾃｨｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

エミテラス所沢
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2024年3月末 2024年12月末 増減 主な増減要因

流動資産
324,418
(64.5%)

275,768
(59.7%)

▲48,650
現金預金 ▲42,426
受取手形・完成工事未収入金等▲20,722

固定資産
178,865
(35.5%)

185,836
(40.3%)

+6,970
投資有価証券 +4,797
退職給付に係る資産 +1,831

資産合計
503,284
(100.0%)

461,604
(100.0%)

▲41,679

流動負債
195,527
(38.9%)

129,158
(28.0%)

▲66,369
支払手形・工事未払金等 ▲27,218
短期借入金 ▲27,153

固定負債
16,630
(3.3%)

29,706
(6.4%)

+13,075 長期借入金 +13,715

負債合計
212,158
(42.2%)

158,864
(34.4%)

▲53,293

純資産合計
291,125
(57.8%)

302,740
(65.6％)

+11,614
株主資本 +11,935
(純利益 +20,825、配当金支払 ▲9,212)

負債純資産合計
503,284
(100.0%)

461,604
(100.0%)

▲41,679

（百万円、下段は構成比）

貸借対照表の概要
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発電所数
発電容量

（事業全体）
発電容量

（持分相当）

稼動 49 91MW 87MW

建設中 - - -

計画 - - -

合計 49 91MW 87MW

グループ運営案件（定率法償却）

※設備投資を行い事業全体をその他事業売上高に計上

発電所数
発電容量

（事業全体）
発電容量

（持分相当）

稼動 54 841MW 246MW

建設中 1 480MW 69MW

計画 - - -

合計 55 1,321MW 315MW

持分出資案件（定額法償却）

※投資有価証券の取得を行い持分相当を営業外収益に計上

【出力抑制について】

・九州電力送配電による出力抑制は、4月から12月の期間で累計86回発令された。

・発令回数は前年同期比で約0.8倍となった。（前年同期は累計102回）

太陽光発電事業

風力発電事業

グループ運営案件（主に定率法償却）

※設備投資を行い、事業全体をその他事業売上高に計上

持分出資案件（主に定率法償却）

※投資有価証券の取得を行い、持分相当を営業外収益に計上

発電所数
発電容量

（事業全体）
発電容量

（持分相当）

稼動 5 46MW 45MW

建設中 - - -

計画 - - -

合計 5 46MW 45MW

発電所数
発電容量

（事業全体）
発電容量
（持分相当）

稼動 5 144MW 48MW

建設中 1 15MW 4MW

計画 - - -

合計 6 159MW 52MW

発電事業への投資の状況
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持分出資案件(営業外収益)
(百万円)

-11 -14 -85 -122 -187 -163 

1,138 
957 

713 

1,328 
1,232 

1,089 

2019'12 2020'12 2021'12 2022'12 2023'12 2024'12

計 926計1,127

計943

計1,205

計628

計1,044

グループ運営案件(営業利益)

(百万円)

549 584 529 645 696 709 

3,342 3,240 
3,087 

3,420 3,216 3,259 

1,412 
1,505 

1,370 

1,895 
1,791 

1,933 

2019'12 2020'12 2021'12 2022'12 2023'12 2024'12

計3,824

棒グラフ:売上高(■太陽光発電 ■風力発電)

折れ線グラフ:営業利益
棒グラフ：持分利益取込額(■太陽光発電 ■風力発電)

計3,968計3,891
計4,066

計3,616

計3,913

発電事業への投資の状況
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2025年3月期 通期 業績予想
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2024年3月期
実績

2025年3月期

①前回公表値
(2024.4.26)

②修正公表値 ②－① 増減 増減率

売上高 469,057
(100.0%)

500,000
(100.0%)

470,000
(100.0%)

▲30,000 ▲6.0%

売上総利益 64,632
(13.8%)

70,500
(14.1%)

73,400
(15.6%)

＋2,900 ＋4.1%

営業利益 38,016
(8.1%)

39,500
(7.9%)

44,000
(9.4%)

＋4,500 ＋11.4%

経常利益 42,362
(9.0%)

43,000
(8.6%)

47,000
(10.0%)

＋4,000 ＋9.3%

親会社株主に帰属する

当期純利益

28,017
(6.0%)

29,000
(5.8%)

31,000
(6.6%)

＋2,000 ＋6.9%

受注高 440,864 452,000 452,000 － －

１株当たり

当期純利益
395.87円 410.01円 438.28円 － －

配当金 120円
中間55円,期末65円

130円
中間65円,期末65円

140円
中間65円,期末75円

＋10円 －

(百万円、下段は売上高比率)

2025年3月期 業績予想

★2025年1月31日 業績予想を修正
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48,253 

201,381 

153,104 

49,885 50,000 

204,500 

169,000 

32,500 
36,646 

133,284 

116,005 

29,457 

0

240,000

配電線 電気 空調衛生 太陽光

48,530 

213,481 

161,659 

17,194 

50,000 

221,000 

161,000 

20,000 
39,836 

149,440 

131,571 

9,323 

0

240,000

配電線 電気 空調衛生 太陽光

■2024年3月期

■2025年3月期(修正公表値)

■2025年3月期 3Q累計実績

部門別売上高 部門別受注高

■2024年3月期

■2025年3月期(修正公表値)

■2025年3月期 3Q累計実績

(百万円) (百万円)

部門別受注・売上 業績予想（修正後）
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21.4
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110

120
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170
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190

200

2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

(修正前)

2025/3

(修正後)

■ 普通配当(円)
■ 特別配当(円)
■ 連結配当性向(％)

配当方針

■利益配分につきましては、業績向上に向けた経営基盤強化・更なる事業拡大に必要な内部留保を確保しつつ、

資本コストを意識した適正な財務体質の維持と株主還元に努めてまいります。

配当につきましては、事業環境や業績、財務状況等を総合的に勘案し、連結配当性向25％を目安に、安定した

配当を継続的に実施することで、株主の皆さまのご期待におこたえしてまいります。

■この基本方針に基づき、2025年3月期の業績予想を勘案し、2025年3月期の期末配当金を1株当たり65円から

10円増配し、75円に修正することを決定いたしました。これにより、1株当たり年間配当金は140円となる

予定です。

株主還元

1株当たり配当金(年間)および連結配当性向の推移
★2025年1月31日 配当予想を修正

31.9



22All Rights Reserved. Copyright KYUDENKO CORPORATION

中期経営計画（2020～2024）
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2019 実績 2020 実績 2021 実績 2022 実績 2023 実績 2024 計画

267 195 189 212 257 280 

678 
615 544 458 

619 400 

1,299 
1,160 1,089 1,261 

1,393 1,570 

1,577 

1,491 
1,484 

1,559 

1,939 1,950 

469 

458 
457 

466 

482 500 

<中期経営計画（2020－2024）>

前中計最終年度

4,289億円

ROIC 11.7％ 10.0％

3,919億円

9.4％ 8.1％

3,765億円
3,957億円

4,690億円

8.6％

修正公表値

4,700億円

中期経営計画（売上計画ロードマップ）

再エネ・ES事業

電気工事

空調衛生工事

配電線工事

その他(海外含む)
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革

施工戦力改革
・長期要員計画に基づく技術者採用の強化

・技術者教育の見直しによる若年技術者の離職率抑制

・全技術者のタイムリーな最適配置の実現に向けた体制確立

・技術管理部の体制強化及び活用による施工管理のあり方見直し

・多能工化の推進

生産性改革
・全社及び部門単位での教育体系の見直し

・全社最適な人事ローテーションの実践

・先端技術及びITを活用した合理化・省力化の推進

・業務改革の実践

ガバナンス改革
・ガバナンス体制の強化・徹底

・利益率向上施策の深化

・国内設備工事の受注・収益基盤の強化・拡充

・配電工事部門の収益力強化

・新たな事業領域の開拓

・魅力ある職場環境の構築

・企業価値の向上

・サステナビリティ経営の推進

・大型プロジェクトにおける進捗管理の徹底

中期経営計画（重点施策）
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施工戦力改革

・長期要員計画に基づく技術者採用の強化

・技術者教育の見直しによる若年技術者の離職率抑制

・全技術者のタイムリーな最適配置の実現に向けた

体制確立

・技術管理部の体制強化及び活用による施工管理の

あり方見直し

・多能工化の推進

➡

主な取り組み

・通年採用の強化

・OJT教育の推進

・大型プロジェクトに計画的な施工要員配置

・受注前フロントローディングの強化・徹底

・施工戦力の見える化

生産性改革

・全社及び部門単位での教育体系の見直し

・全社最適な人事ローテーションの実践

・先端技術及びITを活用した合理化・省力化の推進

・業務改革の実践

➡

主な取り組み

・育成レベルの可視化

・DXを活用した業務効率化の実現

・多様な働き方に対応した制度の構築

・施工担当者の分業化による生産性向上

ガバナンス改革

・ガバナンス体制の強化・徹底 ➡
主な取り組み

・再発防止策の徹底と有効性評価の継続

・コンプライアンス教育の充実

革

中期経営計画（３つの改革に対する取り組み）
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■ 2023年４月 社長直轄の「働き方改革推進室」を設置

⑴働き方改革実行計画に基づき、実施計画内容の精査及び進捗管理を実施

⑵営業所施工担当者の支援体制を構築

⑶大型現場への事務系社員の要員配置計画及び遂行

項目 対策 実施内容

要
員
対
策

①大型現場への要員配置
①-1 技術者の配置

・本社技術職の支店への先行配置
・資材担当の配置
・技能職の配置
・安全管理要員の配置

①-2 事務系社員の配置 ・本社及び支店事務系社員の大型現場への配置

②営業所への要員配置
(中小型工事対応)

②-1 技能職の配置
②-2 事務系社員の配置・育成・採用

・支店事務系社員の技術事務への配置
・支店事務業務の派遣社員への切替

③要員確保に向けた制度改定
③-1 勤務地選択制度の見直し
③-2 嘱託再雇用制度の見直し
③-3 中途採用の見直し

・エリア型の新設
・再雇用期間の延長
・採用基準の緩和

業
務
改
善

④業務移管
④-1 施工担当者の業務を他部署へ

移管

・安全(安全教育等)
・営業(注文書受領、請求書発行等)
・事務(資材、外注、経費の精算等)

⑤業務削減
⑤-1 技術部門の業務削減
⑤-2 共通・事務部門の業務削減

・業務プロセス(資料作成等)の見直し
・諸会議の開催回数、メンバーの見直し
・アカデミー研修の見直し(内容充実、効率化)
・エンゲージメント調査の在り方見直し

⑥生産性向上(ペーパーレス等) ⑥-1 DXを活用した業務効率化
・公印の電子化、現金集金業務見直し
・損益管理システムの導入、定着化
・工事件名ファイルの電子化(外注業者との電子契約含)

＜働き方改革実行計画（抜粋）＞

働き方改革の加速～技術者との協働体制の構築～
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Appendix
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社名 株式会社九電工

設立 1944年（昭和19年）12月1日

資本金 125億6,156万円 (2024年3月31日現在)

上場市場：コード 東京証券取引所プライム市場、福岡証券取引所 1959

本社 福岡市南区那の川一丁目23番35号

東京本社 東京都豊島区東池袋三丁目1番1号 サンシャイン60

拠点 本社、東京本社、国内13支店、105営業所・支社、海外7拠点

建設業認可 国土交通大臣許可（特29）第1659号

従業員数
（2024年9月末現在）

連結10,989名 [ 単体6,932名 ]

当社の概要
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長期ビジョン「Make Next.～未来へつなぐ笑顔のために～」
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サステナビリティ基本方針と重要課題の制定

九電工グループは、企業理念のもと、事業活動を通じ社会課題を解決することによって、
持続可能な社会づくりと当社グループの企業価値の向上を実現してまいります。

重要課題（マテリアリティ）
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新本社【ONE FUKUOKA BLDG.】

「集う。繋がる。未来を創る。」
新たな発想の創出やコミュニケーション活性化のために、みんなが「集う。」

部門の垣根を超えてみんなが「繋がる。」

新しい働き方や働きやすさと環境負荷の低減により「未来を創る。」

新オフィスは、従業員の自立性や積極性を育み、チャレンジする姿勢から

新たな価値創造に取り組みます。
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≪ 技術・技能者 の定期採用人数実績 ≫ ≪ 2024年4月 採用実績の他社比較 ≫

九電工 電気工事大手 空調工事大手 ｽｰﾊﾟｰｾﾞﾈｺﾝ

全職種
合計

329名 330～420 50～130 360～430

高卒 205名 240名程度 10名程度 60名程度

大卒 124名 90～190 40～130 340～400

≪ 期末要員数実績 ≫

約 2,100

約 3,200 +

=

=

約 2,100

約 1,300

約 4,200

約 4,500

技能工数

施工管理者数

(子会社)

+

(九電工)

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

技術・技能
合計

344 384 342 336 387 306 259 292

高卒 248 271 253 253 263 225 187 196

大卒 96 113 89 83 124 81 72 96

2020.3 2021.3 2022.3 2023.3 2024.3 2024.9

電 気 部 門 2,274 2,359 2,468 2,519 2,563 2,649

空 調 衛 生 部 門 1,138 1,188 1,212 1,202 1,216 1,271

電気・空調衛生部門の期末要員数 3,412 3,547 3,680 3,721 3,779 3,920

配 電 部 門 1,642 1,566 1,519 1,471 1,437 1,454

そ の 他 1,446 1,469 1,508 1,516 1,514 1,558

九 電 工 単 体 従 業 員 数 6,500 6,582 6,707 6,708 6,730 6,932

グ ル ー プ 従 業 員 数 10,018 10,198 10,528 10,626 10,687 10,989

人財の採用実績（九電工単体）と期末要員数実績

≪ グループ従業員 約10,700名の内、約8,700名が技術者 ≫

(グループ)
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■宇久島は、九州の長崎県佐世保市・五島列島最北端に位置。

長崎県本土から西へ約50㎞離れており、面積は約25㎢。

宇久島の位置

宇久島

寺島
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■宇久島及び寺島で発電した交流の電気を直流に変換し、海底ケーブルにて九州電力送配電の西佐世保変電所へ連系し送電する。

送電概略図

宇久島

寺島

長崎県 佐世保市

海底
ケーブル

交直
変換所

交直変換所【完成ﾊﾟｰｽ】

使用予定の海底ｹｰﾌﾞﾙ

海底
ケーブル

※寺島から宇久島へは交流のまま送電
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多様なビジネスモデルそれぞれの深堀り（設備工事業）

主として九州 関東・関西等都市部

③　売上高 　案件ごとの売上高は小さい 　案件ごとの売上高は大きい 　案件ごとの売上高は大きい

④　利益率 　比較的高い(施主から直接受注) 　比較的低い(下請が主) 　プロジェクト毎で異なる

⑥　ライバル 地元中小企業 全国大手同業各社 ゼネコン・デベロッパー

⑦　構成比 約４０％ 約５０％ 約１０％

②　事業ｴﾘｱ 全国展開

⑤　差別化戦略

　九州、沖縄全域に約100の

　営業所を持つことで技術者

　による地域密着営業を展開

　圧倒的な直営動員力

　プロジェクトの企画段階から

　参加することで工事を確実に

　受注

M＆Aにより関東・関西へ
福岡都市部

全国へ事業エリア拡大

　　　ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

　項目

提案元請型

(地域密着)
© 資本参加型Ⓑ サブコン型

①　特   徴

・中型・小型工事が中心

・施主から直接受注・元請と

　なる

・大型工事

・ゼネコンの下請(サブコン)

・異業種との協業のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

　に資本参加し、工事を受注

・工事利益＋応分の事業利益

Ⓐ
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低 下 要 因 具 体 的 対 策

１．受注後に生じた
労務費・資材費の
計画以上の増加

Ａ.工事ピークの予測
・工期全体を見据えた、技能工投入計画・手配への早期着手。

タイムリーに見直しを行い、全社大で調整。

Ｂ.施工協力会社の労務費
上昇への対策

・施工協力会社との関係を強化し、計画的な発注と
適正な要員配置を実現。

（支店の幹部が年間発注額を提示・直接コミュニケーション)

Ｃ.施工応援チームの設置 ・直営工を中心とした応援専門チームの設置を検討。

Ｄ.設計と資材発注の連動・
Ｑ-mastのさらなる活用

・各支店、関連会社毎に資材購買でのQ-mastの活用状況を
技術部とQ-mastが連携して確認。活用が進まない場合は
技術部とQ-mastが一体となり、原因を追究し解決。

２．建築工事の遅延によ
る設備工程への圧迫
を解消するための原
価増

Ｅ.フロントローディング
への取り組み※

・設計事務所と良好な関係を築き、予算に応じた設計変更を
実現。九電工の責任施工の元で、フロントローディングに
取り組み、工程後期の負荷を削減。

Ｆ.営業担当による着工後の
現場フォロー

・追加工事は、営業・技術部門が連携し、工事着手前に
都度見積りを提出。価格交渉に取り組む。

Ｇ.建築工事の遅延への対策
・受注直後の施工検討会で、建築工事の進捗遅れが懸念される

場合は、設備が建築に先行して施工を行う方法を指導。
（先行工法・プレハブ工法・省力化工法 など）

３．その他

H.特命受注・提案営業の
推進拡大

・営業部門は技術部門と連携した営業を推進。
インフラ事業部を設置。

I.技術者の管理能力の
フォロー

・若年担当者と支店幹部の会議を1回/月以上開催。
各現場の情報を共有し、支援が必要な現場に迅速に対処。

J.要員要請窓口の設置
・本社に支店からの要員要請窓口を設置。

本社が要員の適正配置を全社大で調整。

K.新規連結子会社の底上げ
・九電工トップクラスの技術系社員を送り込むことで、九電工の

ノウハウを浸透させる。また、Q-mastを積極的に活用させる。

※フロントローディングとは、設計初期の段階に負荷をかけ、作業を前倒しで進めることをいう。

利益率改善のための具体的対策（抜粋）



37All Rights Reserved. Copyright KYUDENKO CORPORATION

容易性／コスト

変更コスト

プロジェクト終盤に設計変更を
実施すると手間がかかるため
コストがup

変更容易性

プロジェクトの初期段階は
設計変更も比較的容易

基本設計・実施設計段階での
プロジェクト参加を目指す

従来の設計プロセス

フロントローディングを
取り入れた設計プロセス

調査 企画設計 基本設計 実施設計 調達 施工 管理

前倒し

プロジェクトの進捗

調査
(設計事務所)

企画設計
(設計事務所)

基本設計
(設計事務所)

実施設計
(設計事務所)

受注戦略
(九電工)

調達・施工
(九電工)

（従来） （ﾌﾛﾝﾄﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ活用）

※技術提案

※技術提案
※納まり検討

調査
(設計事務所)

企画設計
(設計事務所)

受注戦略
(九電工)

基本設計
(設計事務所・九電工)

実施設計
(設計事務所・九電工)

調達・施工
(九電工)

<フロントローディングの概念> <当社におけるイメージ>

設計段階から関わるメリット

・[設計時] 設計初期段階からの設計変更可能(有効な提案、コスト低減を見込むことができる)
・[契約時] コスト低減が加味された有利な内容での受注が可能
・[施工時] 現場担当者へのスムーズな引継ぎが可能

フロントローディングの取り組み


